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柏の葉キャンパス店

柏の葉キャンパス店

本社・マツダオートザム柏店

４、事業の規模
保険代理業

１ 組織の概要

１、事業社名及び代表者

04-7133-0036

本社及び マツダオートザム柏/マツダオートザム柏の葉キャンパス

株式会社 アゼータ柏

代表取締役 光城 雅子  柏店

２、所在地
千葉県柏市松葉町7丁目34番地1

３、事業活動
新車販売

中古車販売及び自動車整備業

店舗数  千葉県柏市2店舗

従業員数  15人

年間売上高    4億8千万円(2022年度)

年間新車販売台数  141台(2022年度)

年間整備入庫台数  4571台(2022年度)

５、環境管理責任者及び担当者
環境管理責任者    店⾧         梅澤 則行 ＴＥＬ

ＥＡ21環境推進事務局 サービスマネージャー 増田 哲也

６、対象事業所

２ 対象範囲

マツダオートザム柏の葉キャンパス

７、対象範囲

８、認証登録 0007284[2011年7月26日]

『当社の取り組むエコアクション21環境活動は、当社の全組識・全活動・全従業員を対象

としています。』

認証・登録番号  0007284

認証・登録番日  2011年7月26日
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＜基本理念＞

＜行動指針＞
（エネルギー/温暖化対策＊）

1. 環境性能の優れたクルマの販売などによって低炭素社会の実現に貢献します。

（資源循環の推進＊）

2.

（自然共生・生物多様性）

3.

（クリーンエミッション＊）

4.

（遵法）

5.

（環境マネジメント＊）

６.

＊は「マツダグリーンプラン２０２０」の項目

改定

代表取締役社長 　　光城　雅子

上記の事業活動を確実に実行するため、環境経営システム・エコアクション２１
を全組織、全活動に導入してこれを継続的に改善します。

２０１７年 ４月 1日

株式会社　アゼータ柏

　３　環境経営方針

クルマの販売とメンテナンスを通じて低炭素社会、循環型社会、自然共生社会、
及びクリーンな生活環境づくりに貢献し、持続可能な社会をドライブする喜びを
お客様と共有します。

解体・リサイクル性能の優れたクルマの販売などによって循環型社会の実現に貢
献します。

クルマ販売の場でお客様と自然とのふれあい体験を提供することによって自然共
生社会の実現に貢献します。

大気中への有害物質の排出が抑制されたクルマの販売などによってクリーンな生
活環境の実現に貢献します。

わたしたちに適用される環境関連法規などを遵守します。
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４　二酸化炭素排出量削減目標設定の基本方針

１. 営業活動から発生する二酸化炭素排出量

弊社の営業活動の過程で発生する二酸化炭素排出量は下表のようである。

2022年度二酸化炭素排出量(kg-CO2)

全店 割合 柏 割合 キャンパス 割合

電力 25,605 61.0% 37,654 93.2% 32,228 92.3%

ガソリン 12,744 30.4% 2,330 5.8% 2,215 6.3%

軽油 2,902 6.9% 296 0.7% 317 0.9%

灯油 269 0.6% 112 0.3% 144 0.4%

LPG 442

合計 41,961 100.0% 40,392 100.0% 34,904 100.0%

２. 二酸化炭素削減目標は効率性向上のための原単位方式を採用

エコカー（新車）の販売台数は合計で 141 台である。

二酸化炭素排出量は合計で 41,961 kg-CO2である。

ここから、エコカー１台当たりの二酸化炭素排出量は

297 kg-CO2/台であった。

このように営業活動から発生する二酸化炭素の約90％が電力で、残りがガソリンと軽油であ

る。

電力はエコカー（新車）販売拠点としての店舗の運営に必須であり、継続的にこれを削減して

いくことはできない性質のものであるから、ほぼ現状維持の中で、より節電対策を実施してい

くという方向を考ていく。また、ガソリンと軽油は、販売時の試乗車運転などの燃料として、

エコカー販売のために必要な燃料であり、現状では販売促進に比例して増加せざるを得ない。

したがって、エコカーの販売促進により社会全体での二酸化炭素削減を図るという当社の上位

の環境経営方針を実現し、またその環境経営目標を達成するためには、電力及びガソリンと軽

油の「絶対量」を削減目標にすることは困難である。

しかし、エコカー販売の効率性を向上させるという環境と経済を融合させた目標設定は可能で

あることから、「エコカー販売台数当たりの二酸化炭素排出量を削減する」という原単位目標

を策定した。将来的にもエコカーの燃費性能の向上は確実なので、この設定方法は十分現実的

であると考えた。

目標は過去の実績を勘案して300(kg-CO2)/台とした。

2022年度の実績

※電力の排出係数：東京電力エナジーパートナー㈱

平成29(2017)年度基礎排出係数0.475
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活動期間：2021年度から2024年度
単位

単位 2021 2022 2023 2024

二酸化炭素排出量削減

・エコカー販売台数当たりの二酸化炭素排

出量削減
数値目標

新車販売台数当

たりCO2

kg-

CO2/

台

300 300 300 300

廃棄物排出量削減

・廃棄物削減のための3R活動の継続 維持活動 四半期毎の確認 ☆ ☆ ☆ ☆

水使用量の削減

・節水活動の継続 維持活動 四半期後の確認 ☆ ☆ ☆ ☆

ＥＣＯカー販売

・ 燃費等の優れたクルマの販売 数値目標 新車販売台数 台 120 130 140 150

・ 生涯走行距離の残るクルマ(中古車)の販

売
数値目標 中古車販売台数 台 55 60 65 70

・クルマの車両点検整備(メンテナンス)入庫

の増加
数値目標 入庫台数 台 4000 4500 5000 5500

☆＝四半期毎に環境経営計画の実施状況を確認する。

参考：

５  中期環境経営目標一覧表

「廃棄物排出量」と「水使用量」について維持活動としている理由については、組織からの廃棄物は、顧客が点検や修理で

持ち込んだ車両から出る交換部品や在庫部品の梱包資材が主であり、どの様な修理や点検車両が持ち込まれるか分からず、

排出量目標値は設定は困難と判断している。

また水の使用量に関しても、使用するのは、顧客の車両の洗車に使用するのが主であり、車のサイズによっても使用量が変

わり、持ち込み台数も分からない状況での目標値設定は困難と判断している。

このため、これらは、環境経営計画の実施状況を確認する目標としている。

項目 種別 達成確認基準
目標
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１、エコカー（新車）の販売
・エコカーの販売促進

２、電力使用量の削減
・不要な照明の消灯・節電の徹底

・冷暖房の設定温度を管理する(冬季：26° 夏季：25°)

・電力使用量の確認・記録・報告をする

３、ガソリン使用量の削減
・代車の満タン貸し出し、満タン返しの励行

・燃費向上策の実施(社用車の空気圧チェック・ＥＣＯオイル交換など)

・ＥＣＯドライブの実践

・クルマ部品包装材の３Ｒ

・ゴミ分別の徹底とリサイクル

・使用済みやミスコピー用紙の裏面使用の徹底

・両面・縮小コピーの活用推進

・詰め替え可能な製品の購入

・水道の適正使用の励行(スットプノズル付きホースの使用など)

・水使用量の確認・記録・報告をする

・低排出ガス車(平成17年基準排出ガス75%低減レベル認定取得)

かつ平成27年度燃費基準以上の車両販売に務める

・アイドリングストップ(ｉ-ｓｔｏｐ)装着車への販売促進に務める

・マツダスカイアクティブテクノロジー搭載車への代替促進に務める

・車検.点検の入庫促進をする

・エコタイヤ・エコオイルを推奨する

・メンテナンス商品(パックｄｅメンテ)の販売促進に務める

６  環境経営計画

１、二酸化炭素排出量の削減

２、廃棄物排出量の削減

３、水使用量の削減

4、ＥＣＯカー販売
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７ エコアクション２１実施体制(全社)

(店⾧)

梅澤 則行

(店⾧)

サービス部門 新車営業 中古車営 業務部門

(部門⾧) 部門 (部門⾧)

<役割>
環境統括責任者

・
・
・
・
・
・

※代表者は、環境活動の実務に関して全部門に対する
指揮命令権限を委譲

・
・
・
・

ＥＡ２１推進事務局
環境推進担当者

・
・

部門⾧
・
・
・

全従業員 ・
・
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環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全社の環境取り組みを推進する
担当部門の環境取り組みの責任者

店舗環境管理責任者 店舗の環境取り組み全体の責任者として、店舗環境取組の推進・管理

ＭＥＣＡ２１を中心にサービス領域の環境取り組みに責任を持つ

環境管理責任者をサポートし、ＥＡ２１推進事務局として全社
の環境取組を推進する

店舗の環境取り組みの指導・支援
環境データの集計・取りまとめ

環境活動レポートの確認

環境管理責任者
<役員・管理/サービス部門⾧>

実務上の責任者として、全社の環境取り組みを推進する

ＥＭＳの構築、実施、管理
環境活動計画書、環境関連法令取りまとめリスト等の承認
環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境管理責任者の任命
環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
環境目標の設定を承認
代表者による全体の評価と見直しを実施
環境活動レポートの承認

<代表者>

環境統括責任者

店舗環境管理責任者

(柏店)

環境マネジメントシステム(以下ＥＭＳ)に関する統括責任者
ＥＭＳの実施及び運用に必要な人・設備・費用・時間を用意

ＥＡ２１環境推進事務局

(サービス・管理本部担当者)

店舗環境管理責任者

(柏の葉店)

業部門

環境管理責任者



 

2022年度の実績
項目 種別 達成確認基準 単位 目標 実績 達成率（％）

二酸化炭素排出量削減

・エコカー販売台数当たりの二酸化炭素排

出量削減
数値目標

新車販売台数当

たりCO2

kg-

CO2/

台

300 297 101.0%

廃棄物排出量削減
・廃棄物削減のための3R活動の継続 維持活動 四半期毎の確認 ☆ ☆ 実施を確認し、問題なし

水使用量の削減
・節水活動の継続 維持活動 四半期毎の確認 ☆ ☆ 実施を確認し、問題なし

ＥＣＯカー販売
・ 燃費等の優れたクルマの販売 数値目標 新車販売台数 台 130 141 108.5%

・ 生涯走行距離の残るクルマ(中古車)の販

売
数値目標 中古車販売台数 台 60 72 120.0%

・クルマの車両点検整備(メンテナンス)入庫

の増加
数値目標 入庫台数 台 4500 4571 101.6%

☆＝四半期毎に環境経営計画の実施状況を確認する。

８  環境経営目標の実績
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９ 取り組み結果の評価

2022年度評価

10 次年度の目標及び計画について

2023年度は、現在の中期環境経営目標を継続実施。環境経営計画も継続する。

次年度も新規顧客の獲得。新型車の拡販。さらに中古車販売にも力をいれていく

≪４≫ＥＣＯカー販売

1台でも多く販売できるように営業活動に力を入れたい。

③軽油使用量

現在のマツダはディーゼル車が主流となっている為、軽油の使用量が今後も大幅に増加す

るとみられる。その中で、現状の数値は、試乗時のエコドライブの効果が反映していると

認識している。

≪２≫産業廃棄物排出量

スタッフ一人一人が分別を心掛けたことにより、産廃の増加を大きく抑制していると認識

している。

≪３≫水使用量

顧客の車両の洗車が主なので水使用量は増減があるが、今まで通り節水を心掛けていく

新車販売に伴い、試乗車の増車と試乗率の増加している。このため、絶対数の削減は望ま

れないが、新車の燃費性能も向上しているので、絶対量の増加も頭打ち傾向を予想してい

る。現状の数値は、試乗時のエコドライブの効果が反映していると認識している。

≪１≫二酸化炭素排出量
新車販売台数は、目標を達成出来、販売台数当たりの二酸化炭素排出削減も、目標を達成

出来た。

今後も新車販売の努力を継続する。

①電力使用
エアコン温度の設定や、開店前、閉店後は使用エアコンを限定するなど、更なる見直しを

する。

②ガソリン使用量
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１、主要環境関連法規

弊社では鈑金・塗装は実施しておりません

２、違反・訴訟の有無

11 環境関連法規への違反・訴訟の有無

環境関連法規 要求事項 評価

廃棄物処理法 ○

また、同様に過去3年間関係機関からの違反等の指摘や訴訟等についてもありませんでし

た。

フロン排出抑制法

(参考)下水道法

・廃棄物の適正処理

・使用済自動車の適正処理

・簡易点検の実施

・特定施設の届出

(自動式車両洗浄施設)

自動車リサイクル法 ○

○

確認

(自動式車両洗浄施設なし)

環境関連法規等の遵守には日頃から注意を払っていた結果、

環境管理責任者が自主的に確認した結果、違反はありませんでした。
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作成日：2023.5.8

「環境活動計画」変更の必要

性と指示

新型コロナウイルスが流行しお客様は減少傾

向。感染対策をしっかりと行い活動していき

たい
「環境経営システム」変更の

必要性と指示
変更なし

評価

注意事項・ガソリン車・ディーゼル車の導入により化石燃料の使用量が増

加。営業の業成に直結する為今後も増加が予想される

新型車ＣＸー６０の受注が伸びつつ、ＣＸー５の販売も維持継続したこと

が、新車販売台数が向上した理由として考えられる。それに伴い下取車も増

加し中古販売台数が向上した。保証修理の件数が減少した為、総合整備入庫

台数が低下したことにつながった。

代表者の指示

重点指示
来年度に向け、今一度全従業員に本年度の数

値を理解してもらい、目標を達成する。

「環境方針」変更の必要性と指示 変更なし

「環境目標」変更の必要性と指示 変更なし

場所 マツダオートザム柏 2Ｆ

出席者 全従業員

使用した資料 2022年度(2022年4月～2023年3月) エコアクション21 取組結果各種資料

実施日 2023年4月12日 18：30～19：30

12 代表者による全体の評価と見直し指示

承認 作成

光城 梅澤
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